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若者が結婚しない現実に隠された「残酷な真実」とは？ 

 

 

前回の記事では、総務省の「人口推計」と厚生労働省の「人口動態調査」最新版に基づき、

日本の少子化の根本原因は婚姻件数の激減であり、「結婚する人の割合が減っている」こと

が大きく影響していることを示した。結婚適齢期の女性（20～40 代）の婚姻率は、1970 年

までは約 40%前後で推移していたが、2022 年には 23.6%と、約 4 割も減っているのだ。本

記事では、なぜそこまで結婚する人の割合が減っているのか、その原因を特定していく。 

若者が結婚しなくなった原因とは？ 

「なぜ最近の若者は結婚しなくなったのか？」これは現代社会が抱える大きな疑問である。

世間では「価値観の変化」「女性の社会進出」「出会いの減少」など、さまざまな意見が飛び

交っている。本稿では、若者の婚姻率低下の原因を明らかにするため、若者が結婚を決断す

る際に影響を与える要素を①価値観の変化、②年収の影響という 2 つの仮説に分解した。 
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仮説① 価値観の変化 

まず、①価値観の変化について見てみる。国立社会保障・人口問題研究所の「未婚者の結婚

意思調査結果」を見てみると、「一生結婚するつもりはない」と考える 18～34 歳の未婚者

の割合は、男性は 1982 年の 2.3%から 2021 年では 17.3%へと約 8 倍になったi。女性も、

1982 年の 4.1%から 2021 年は 14.6%へ約 4 倍に増えている。 

これらは倍率だけ見れば大きいようにも見えるが、「いずれ結婚するつもり」と考える 18～

34 歳の未婚者の割合は、男性では、1982 年の 95.9%から 2021 年 81.4%まで減ってはいる

ものの 40 年間で 80％以上を維持している。女性も、1982 年の 94.2%から 2021 年の 84.3％

まで 84~94%の間で推移しており、こちらも同様の傾向である。 

 

図 未婚者の結婚意思調査結果 

 

 

仮説② 年収の影響 

次に、②年収の影響について見てみる。内閣府の資料にある年収と結婚の関係を見てみると、

30 代の男性有業者では年収が低いほど婚姻率も低い傾向にあり、経済状況が結婚への障害

になっていることは明白であるii。年収 200 万円台の男性で結婚しているのは 35.3%と約 3

割にすぎない。これが 300 万円台になると 49.5％と約半分まで上昇し、「300 万円の壁」が

あることが推察される。さらに年収が 600～700 万円台になると男性では 78.6%、800 万円

以上になると 8 割超が結婚している。 

このデータからは、年収が一定以上ある男性が結婚しやすいことがわかるが、逆にいえば、

年収が低い層にとっては結婚が大きなハードルとなっていることを示している。すなわち、

収入の不安定さや生活基盤の不確実性が結婚の決断を遅らせる原因の一つになっていると

考えられる。 
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図 男性（30 代有業者）の年収と婚姻率（％） 

 

 

まとめ 

結論として、若者の婚姻率の低下は、①価値観の変化よりも②年収の影響が大きな影響を与

えていることがわかった。たしかに「一生結婚するつもりはない」と考える若者は増えてい

るが、「結婚したい」と考える若者の割合は大きくは減っていないため、結婚したいという

価値観は昔とそれほど変わっていない。一方で、年収が低いほど婚姻率も低い傾向にあるこ

とを踏まえると、「若者の収入を増やす」ことが重要である。 

したがって次回の記事では、「お金がない若者」の実態をさらに掘り下げて分析し、その背

後にある課題を特定していきたい。 

 

i 国立社会保障・人口問題研究所「第 16 回出生動向基本調査 調査別にみた、未婚者の生

涯の結婚意思」 

ii 内閣府「令和 5 年度 年次経済財政報告」

（https://www5.cao.go.jp/keizai3/whitepaper.html） 
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